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1. はじめに 

フライアッシュコンクリートの有する高い遮塩性能に注目

が集まっている．図-1にその一例として護岸構造物の塩化物イ

オン濃度分布を示す．表層からある程度の塩化物イオン浸透は

確認できるものの，548 日から濃度変化はみられない．フライ

アッシュコンクリートの高い塩分吸着性状を鑑みても，塩化物

イオン停止は既存の知見を覆すものである．本論の著者の一人

は，微小空隙を有する硬化体の液状水の浸潤はおよそ数 cm で

停止することを確認していることから 2)，塩化物イオン拡散性

状は液状水浸潤フロント以降で，普通コンクリートとフライア

ッシュコンクリートで著しくことなると思われる．  

そこで本研究では，海水を使用した塩化物イオン浸透実験と，

毛管浸潤実験を組み合わせることで，意図的に液状水浸潤フロ

ントを停止させた状態からの塩化物イオン拡散性状を混和材の

相違という観点から論じる． 

2. 実験概要 

本研究では，供試体は10cm×20cm とし，脱型後気中養生と

した．材齢は約 450 日であり，混和材としては，無置換，フラ

イアッシュ，高炉スラグ微粉末をそれぞれ内割 30%，水粉体比

は 40%とした．以下，海水を用いた毛管浸潤試験について説明

する．相対湿度 70%の環境下に十分に長い期間静置させた円柱

供試体を，図-2 に示すような実験装置内において打ち込み面を

海水に接して直立させて，海水をコンクリートの毛管張力によっ

て吸水させる実験である．十分な時刻が経過すると供試体内の海

水の重量が毛管張力と釣り合うため，意図的に浸潤フロントを比

較的早い段階で停止させることができる．測定項目は，割裂によ

る浸潤高さの測定，および JIS A 1154 に準じた表層から 1cm ご

との塩化物イオン濃度である．  

3．海水浸潤高さに関する検討 

図-3 に，毛菅浸潤実験から 14 日，28 日および 91 日経過時の，

供試体の割裂によって確認された浸潤高さを示す．いずれの供試

体においてもおよそ 14 日で海水の浸潤停止が確認された．なお，浸潤高さは，フライアッシュ混和，スラグ混

和，普通コンの順に大きくなる．これは，空隙構造の相違のほか，混和材の相違による水和物の化学組成の相

違によって，硬化体と海水の吸着性状が異なることからの見掛けの粘性の違いによるものであると考えられる．
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図-2  毛管浸潤試験装置 

図-1  フライアッシュコンクリートの 

     遮塩性能を示す一例 1) 

図-3  海水浸潤高さの結果 
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4．塩化物イオン拡散に関する検討 

図-4 に塩化物イオン濃度分布を示す．なお，点線にて囲まれた箇所は海水浸潤位置である．普通コンクリー

ト，スラグ混和コンクリートと比較してフライアッシュコンクリートは高い塩分吸着性能を有してか海水浸潤

位置における塩化物イオン濃度は高い濃度で推移している．ここで，浸潤フロントからの塩化物イオン拡散性

状を詳細に確認するために，海水浸潤フロントからの高さを横軸にとり，グラフを再描画したものを図-5 に示

す．普通コンクリートにおいては時刻の経過に伴い塩化物イオン濃度の増加を呈するのに対して，フライアッ

シュコンクリート，スラグコンクリートにおいては 28 日目以降塩化物イオンは停止していることが確認される．

この結果により，図-1 に示すような塩化物イオン停止結果に再現性があったこと，浸潤フロントからの拡散性

状は混和材の相違によって異なることが判明した． 

5．遮塩メカニズムの検討 

フライアッシュやスラグ混和によりセメント硬化体の塩化物イオン吸着能力は向上する．正の電荷を有する

壁面に負の電荷を有する塩化物イオンが吸着すると，のちに拡散してくる塩化物イオンは，壁面に吸着された

塩化物イオンと負の電荷同士反発しあう．フライアッシュやスラグの混和により多く吸着された硬化体は，普

通コンクリートよりも，のちに拡散してくる塩化物イオンを反発させる能力が強く，みかけの拡散が著しく低

減されたと考察する． 
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図-5 浸潤フロントからの塩化物イオン濃度分布 

 

図-4 塩化物イオン濃度分布 
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